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図1.月あたりの要員数の分布（新規開発）
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背景

小規模体制の開発が多い

一般的な開発の要員数

(出展：ソフトウェア開発データ白書 2018-2019)

←10人以下の

開発が多い
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複数工程の兼任になりがち

1人が複数の工程を担当

要件定義 設計 実装 テスト

制約

小規模体制の開発だと…
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問題①

ノウハウの属人化

開発業務が忙しすぎると…
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組織内にスキルのばらつきが生じる

新人の教育が不十分有識者が手一杯
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設計者視点の思い込み

考慮漏れ/勘違いで

仕様バグ見逃し

設計が正しいと思い込んだまま

テストを設計

設計者がテストを兼任すると…

要件定義 設計 実装 テスト

仕様書に
・例外条件
・前提条件

漏れ/曖昧あり
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（以降、仕様バグと呼ぶ）

問題②
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発生する事象

仕様バグの流出

図2. 運用トラブルのバグ原因

←76%が仕様バグ

問題構造

仕様バグ流出

研究員の職場では…

ノウハウの属人化

設計者視点の
思い込み
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仕様
バグ
発生

課題設定の方針

下流工程で仕様バグを検出する

⇒スキル向上が必要、短期解決は難しい

改善する工程
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本来は上流工程を改善すべき 下流工程にアプローチ

要件定義 設計 実装 テスト

上流工程 下流工程
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先行研究の着眼点

LLMによる重要テスト観点の抽出

仕様書

コード

LLM

8

テスト観点抽出の標準/効率化

AI

AIによるテスト観点抽出ノウハウの可視化 

解決手法解決手法先行研究での解決範囲

⇒テスト観点抽出に着目

属人化に対する研究 仕様バグに対する研究
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課題
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【観点】
テキスト入力欄の
セキュリティを確認

テスト技術不足

ドメイン知識不足

操作手順がわからない観点はわかるが・・・

テスト実行者

先行研究の残課題

課題1： 経験に依存せず仕様バグを検出する

課題2： テスト中操作の支援を行う



Copyright (C) 2025 ソフトウェア品質管理研究会 All Rights Reserved
10

提案手法の概要

AIナビゲーションテストの追加

要件定義 設計 実装 テスト 仕様バグ検出テスト

仕様書

提案手法での開発イメージ

仕様バグ検出のためのテスト実行を追加。
そのテストの観点・操作はAIが提示。

テスト実行観点・操作提示
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提案手法のテスト実行方法

AIの提案から選択するだけ！

観点 操作手順 期待動作
… … …

機能を選択してください。
１．プロフィール編集機能
２．投稿機能
3. ユーザーフォロー機能

2

プロンプト 事前作成した
プロンプト入力

機能を選択

2. 投稿機能

AI (Copilot 無料版)

確認しながら
テストを実施

テスト対象SNSアプリ
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〇仕様に即さない
   的外れなテスト支援

12

プロンプトを３階層で設計

① AIの役割・進行ルール定義

② テスト対象の仕様情報

③一般的観点や過去バグ情報

〇仕様バグ検出しない
〇応答の可読性が悪い

〇重要性の低い観点
 の提示

工夫前のAI提案 プロンプトの階層設計

提案手法の工夫点

変更不要

テスト
リーダー
が変更
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検証

実用性

アンケート

提案手法でテスト

（60分）

自由にテスト

（60分）

新人 中堅以上

観点1： 経験に依存せず仕様バグを検出できるか

観点2： AIの提案が実用的か

観点1 観点2

検証方法

被験者を分ける

（14名）（9名）
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結果と考察：観点１

新人 中堅以上

自由に 提案手法
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図3. 検証での仕様バグ検出数

経験に依存せず仕様バグを検出できた！

新人が中堅以上と同程度に新人が1.1件少ない

6.9
5.9提案手法

併用
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AI提案の実用性は概ね良好！

はい

13%

ややはい

44%

どちらで

もない

30%

ややいいえ

13%

AIから提案された操作手順は即実行できたか

肯定意見

57%

結果：観点2

図4. 被験者へのアンケート結果
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2つのボタンを同時にクリックしてね

テスト観点①、テスト観点②、テスト観点③…

16

AI提案の改良

どうやって！？

例1：実施できない操作手順を提案する

例2：テスト観点に優先順位を提示しない

時間ないから大事なテストだけ教えて！

改良の余地があるAI提案例

考察：観点2の今後の課題
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まとめ
小規模開発

新人教育時間不足

ノウハウ属人化

複数工程兼任

設計視点の思い込み

観点抽出の先行研究あり

テスト実行中の支援なし

テスト追加/
AIによる観点提示

経験に依存しない仕様バグ検出に有効 概ね実用的なAI提案を実現

AIによる
操作手順提示

経験依存による仕様バグの流出
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